
『総合演習』成果発表会

とき   2008 年 7 月 26 日（土）  開場 12：30 開演 13：00 ～ 16：30 終了
ところ   東京学芸大学 小金井キャンパス  S 棟 410 教室（地図裏面） ※入場無料
プログラム
   13：00　挨拶　　　
   13：05　成果発表　第一部
                    『高齢者、障害児・者と地域』
                               ①地域の視覚障害者と教育  ②地域の障害者によるサービス利用
                              ③ユニバーサルデザイン衣服  ④学芸大生のボランティア意識　

                    『地域における今どきのこども』
                               ①子どもたちの「つながり」をつくる  ②自由にのびのびと遊ぶ機会を提供する

                    『フィールドワークへの誘い』　
                               ①子どもの遊び ②国分寺市のぶんバス ③自然と公園  ④ハケを追う！ ⑤弁当屋ガイドブック

   14：20　ポスターセッション（休憩含む）
   14：35　成果発表　第二部
                    『植物と人々の博物館づくり』
                               ①植物と人々（全体コーディネート） ②植物の知恵（染色）
                              ③縄文人と森（土器） ④食生活（郷土料理と自分の食生活の比較）

                    『地域探索、そして環境教育プログラムの作成』
                               ①魚捕りの方法の冊子 ②小平の歴史や食のビジュアル教材
                              ③地域学習プログラム冊子 ④縄文人にかえろうイベント

   15：25    全体質疑応答
   15：50　講評　
   16：00　ポスター交流会
   16：30　終了

 

 

 

 

  東京学芸大現代GPプロジェクト「多摩川エコモーション」では、学内の関連授業を、地域と連携した
探究学習を中心に再構築しています。なかでも、教員を目指す学生が２～３年次に履修する「プロジェ
クト学習科目」では、学生が地域体験学習や問題発見学習、地域資源の発掘作業などをおこない、その
成果を「総合演習」でまとめます。
  今回は、この 7月に終了した５つの「総合演習」の成果を、学生自ら発表します。
  学内はもとより、多くの地域のみなさまのご参加をお待ちしています！

学芸大学「多摩川エコモーション」参加の

 

 

大
学と地域をつなぐ学びの広がり

平成 19 年度「・・・今どきのこども」授業風景

「地域探索、そして環境教育・・・」授業風景


